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私たちラボテックは皆さまと共に成長するため、ニーズやお客様自身気づかれていない

願望も発見し、感性と技術を磨くことで質の高いサービスを提供します。

私たちはラボテックという一つの体を共に動かすパートナーです。

私たちは支えあい、喜びあい、感謝しあう心を持ち続け互いの幸福を追求します。

私たちラボテックは環境分析を中心として自然環境、生活環境、労働環境が生命にとっ

て優しく豊かになるように貢献します。



私たちは「お客様の信頼」をもっとも大切にしており、これは私たちの行動

の原点でもあり、目標でもあります。

お客様から要求されるニーズは 、依頼を受ける私たちにとって大きな目標と

なり、お返しする成果をより適切なものとするよう努力する原動力ともなっ

ています。

ニーズこそが私たちの成長の糧となっていることを考える時、お客様に育て

られている私たちであると日々感謝しております。

環境分析部門は、社内独自の自動化により、よりスピーディーに精度よく、

少人数でしかも安全にデータを出すことを行っています。自動分析装置開発

部門は、環境分析の実務の中で、いかにすればハイスピードで高精度の自動

化が可能か、手法が安全かを考えながら装置開発をしています。また、開発

した装置を絶えず実稼動させ、検証し、信頼性のあるものを作り上げていく

ことに努めています。

また、品質マネージメントシステムISO9001認証を社内に導入し、より高い

品質の維持を絶えず目指しています。

さらに、エコアクション21活動を社内に導入し、環境負荷の低減を目指して

います。

これらのことがニーズに合った成果品をユーザーへお返しできることにつな

がっていると考えています。

これからも私たちは、すべての行動を「お客様の信頼」をいただくという私

たちの原点と目標につながるものとし、たゆまぬ実践をもとにお客様へ高い

品質の成果品をお届けすることをお約束し、ご挨拶とさせていただきます。



環境経営方針

わたしたちは自然から受ける豊かな恩恵によって生かされています。

その自然が本来の姿を維持し、美しく豊かなまま次世代へと引き継がれ

てゆくことを願っています。

わたしたちが自然のために出来ること、それは地球環境への負荷を軽減

することです。

そのために、私たちは環境行動指針を定め、科学者として実行すること

を約束すると共に、環境経営の継続的改善に努めます。

環境経営とは、地球環境に配慮した経営のことです。

環境問題に取り組みながら企業価値も向上させる取り組みです。

環境行動指針

1. 環境関連法令を遵守します。

2. 事業活動で使用する資源の削減等に取り組みます。

①電力・燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

②使用原材料の省資源、廃棄物の３Ｒ(減量、再使用、再生利用)の推進

③水資源の節水

④化学物質の適正管理

3. 機器製造業務で環境配慮型分析装置等の開発・製作・販売に取り組み

    ます。

4. 環境への取り組みを環境経営レポートとしてとりまとめ公表します。

2011年2月3日制定

2024年9月1日改定

ラボテック株式会社
代表取締役 吉川 晶子



事業所の概要

事業所名 代表者氏名 代表取締役 吉川 晶子

所在地

売上高 約13億2304万円



事業の概要
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事業規模

本社 ANセンター LAセンター

従業員数(パート含む) 26名 30名 27名

延べ床面積 345.0㎡ 740.3㎡ 366.3㎡

対象範囲

本社、ANセンター、ＬＡセンター

分析装置開発・製作・販売、環境分析・測定・調査、海外製品輸入販売

※呉営業所及び周南営業所は日本製鉄株式会社及び日鉄ステンレス株式会社の工場敷地内に位置し、同社のEMSの

中で運用しているが、2026年度内にラボテック株式会社のea21活動の対象範囲に加える予定である

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者 新渕 大輔 担当者（事務局） 廣江 久子 TEL：082-921-5531

実施体制図

代表者 社長

環境管理責任者各部の代表者 EA21事務局
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代表者…エコアクション21の効果的な運用について、全責任がある

環境管理責任者…エコアクション21の運用について、実務の管理を担当する

EA21事務局…環境管理責任者と各部の代表者を補佐する

各部署の代表者…各部署の長はエコアクション21の運用について、各部署の実務を担当する

全従業員…環境経営方針の理解と環境への取り組みを理解し、自主的・積極的に活動に参加する

EA２１推進会議



ラボテックのSDGsへの取り組み



ラボテックのSDGsへの取り組み



ラボテックのSDGsへの取り組み



ラボテックのSDGsへの取り組み



環境目標

実績

(注)電力の二酸化炭素排出係数は、中国電力(株)の2018年度の実排出係数である0.636kg-CO2/kWhを用いています。

(注)ガソリンの使用量は、業績に連動して増減する為、2016年度より売上百万円当たりの排出量として計算し、活動をす

る事としました。使用量(CO2排出量)は判定には使用しませんが、削減または維持を目指します。

(注) "環境関連事業の推進"の対象製品は、2018年度から新型自動BOD測定装置と新型土日対応自動BOD測定装置に加え

フラン瓶洗浄装置、DO測定機能付き全自動希釈装置とします。

有害性の化学物質について、その種類、使用量、保管量、使用方法、使用場所、保管場所等を経時的に把握し、記録･管

理を行っています。管理状況は毎月末に確認し、記録に残す一方で、不必要な在庫量の削減に取り組んでいます。



目標と実績の比較グラフ



環境活動の取組み計画・評価及び次年度の取組内容
環境活動の取組みの達成状況は以下のようになっています。

コロナ禍が終焉し、事業が回復した事による影響も考えられます。

次年度は2024年度実績を基準に据え、仕切り直して各項目の削減に努めます!

環境関連法規制等の順守状況
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りでした。

環境関連法規制等の順守状況の評価の結果、環境法規制等の逸脱はありませんでした。

また、過去３年間にわたって違反や訴訟も発生していません。

適用される法規制 適用される施設等

下水道法 ドラフトチャンバー、流し

水質汚濁防止法 ドラフトチャンバー、流し

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物、特別管理産業廃棄物

広島環境保全条例 騒音関係特定施設 金属研磨機

毒物及び劇物取締法 劇物・毒物



外部からの苦情などの受付状況及び対応結果

社内改善活動

代表者による全体評価と見直しの結果

夏は極端に暑く、また冬は例年よりも寒い年となりました。空調機の稼働負荷が高まり、電力消費が増えざるを

得ない外部環境の変化が感じられました。外部環境の変化に対して、企業としてどのように応じるかが問われます。

オンライン会議ツールの活用が定着したこと、エコ性能の高い車両への更新などで、自動車燃料の使用は減少しま

したが、電力消費、ガス使用と合わせた二酸化炭素排出量では目標達成できませんでした。エコアクション21活動

を推進する中で、社員全員の意識向上は進んでいると考えられますが、まだまだ途上にあります。設備の導入や運

用などハード面と、社員一人ひとりの意識向上などソフト面の両方を高めていく必要を感じます。

ラボテックが、“ヒトの感性とサイエンスで世界を新たな感動で満たす”というミッションの達成に向かうために

も、社内外に誇れるエコアクションを推進して参ります。

2025年度の目標値には、2024年度の実績値を設定し、その達成に向けて、全社一丸となって取り組みます。

弊社におけるCO2排出量は、電気と自動車燃料がその大半を占めます。日本が目指す2050年カーボンニュートラ

ル(2050年までに温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする)に対し、弊社も少しずつ協力を高めてまいります。電力

消費の削減を重点ポイントとして、省エネ性能の高い電気機器への更新、遮熱・断熱を用いた空調効率の向上を進

めます。自動車燃料の削減に向けては、よりエコ性能の高い車両への更新を進めます。また弊社の製造する自動分

析装置は、ユーザー様の節電や節水を提供します。1台でも多くの自動分析装置を提供できるよう、商品力を向上さ

せ続けます。

苦情内容 場所 苦情時期 詳細と対応等

産業廃棄物である
緩衝材の社外への
飛散

ANセンター
駐車場

2024年
11月28日

ANセンターに搬入された物品の搬入作業時、使用されてい
た梱包材(段ボール箱と緩衝材)を駐車場に置いていた。搬入
作業を終えてからまとめて産業廃棄物置き場に移動させたが、
作業中に風に飛ばされた緩衝材が近隣民家に紛れ込んでいた。
翌日、当該民家の方が「ラボテックから飛んだものではない
か?」と申し出があり、即日謝罪を行った。
既に梱包材(段ボール箱と緩衝材)は産業廃棄物置き場へと移
動済であった。
今後、同様のケース(駐車場での荷捌き等)があった場合、発
生する産業廃棄物、特に軽くて風下に飛ばされやすい軽い素
材のもの等については、飛ばされないように社内や社有車内
などへ隔離するか、発生の都度、産業廃棄物置き場へと移動
させることとした。





上記以外にも多様な装置を取り揃えております。ご希望の装置をお問い合わせください。

自動分析装置のお問い合わせ
LA事業本部 082-921-8840

装置例

自動分析装置の詳しい内容は 

ホームページをご覧ください

。

ノルマルヘキサン抽出装置 / 過マンガン酸カリウム消費量自動測定装置 

悪臭物質濃縮注入装置 / 工場向けON-LINE分析計 など



海外での販売促進

社内での性能試験実施

ラボテックのイオン交換樹脂・キレート樹脂「LABOION」は純水製造、有機物精製、溶液中からの有用金属

の回収、 排液・排水処理、重金属回収等様々な用途に使用できる、高品質・低コストな樹脂です。

弱塩基性陰イオン交換樹脂 LABOION IER 

PA

金属回収、酸性物質除去等

強酸性陽イオン交換樹脂 LABOION IER 

SAC101

純水製造等

強塩基性陰イオン交換樹脂 LABOION IER SBA（Ⅰ

）102

純水製造、貴金属（金、白金）回収等

強塩基性陰イオン交換樹脂 LABOION IER SBA（Ⅱ）

103

純水製造等

LABOION CHELATE GLC

ホウ素吸着等

LABOION CHELATE APA

アルカリ土類金属吸着、電解塩水精製、酸性系金属吸着除去

等

LABOION CHELATE 

PAS

水銀吸着、パラジウム吸着等

LABOION CHELATE IDA-2

重金属、貴金属回収等

中国向け自動分析装置の開発 - 中国国内での販売促進

本製品は県立広島大学との共同研究の成果を商品化したものです
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